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令和 6年度事業報告書 

 

Ⅰ．法人の概要 

□教育方針 

             

  



□学校法人の沿革 

 

昭和 12年 2月（1937） 大阪商科女学校として大阪市福島区上福島西通に、実業家・臼谷吉五郎が私財を投入して創設  

昭和 12年 4月（1937） 創立 

昭和 19年 3月（1944） 文部省中学校令により財団法人設立許可、大阪福島女子商業学校と改称（修業年限 4 ヵ年） 

昭和 22年 3月（1947） 中学校令改正により修業年限 5 ヵ年となる 

昭和 23年 4月（1948） 学制改革により新制高校大阪福島高等学校となる 

昭和 25年 3月（1950） 大阪工業高等学校（定時制）を併設 

昭和 26年 3月（1951） 新法令による学校法人大阪福島学園認可 

昭和 33年 1月（1958） 校舎類焼、現在地へ移転 

昭和 35年 4月（1960） 大阪福島女子高等学校と改称 

昭和 42年 11月（1967） 創立 30 周年記念式典を挙行 

昭和 48年 4月（1973） 普通科併設 

昭和 49年 3月（1974） 別館 1 号増築竣工 

昭和 52年 4月（1977） 創立 40 周年記念式典を挙行 

昭和 54年 4月（1979） 第 2体育館竣工、テニスコート 2面完成 

昭和 60年 3月（1985） 別館 2 号竣工 

昭和 62年 4月（1987） 商業科情報処理コース、普通科特進コース設置 

昭和 62年 6月（1987） 別館 3 号竣工 

昭和 62年 6月（1987） 創立 50 周年記念式典を挙行 

平成元年 8月（1989） ホームステイ（アメリカ合衆国ユタ州）実施 

平成元年 10月（1989） 全国私学教育研究集会大阪大会商業分科会開催 

平成 6年 4月（1994） 別館 4 号竣工 

平成 7年 8月（1995） 弓道部インターハイ女子団体初優勝 

平成 8年 4月（1996） PLCアーミディル校姉妹校提携（オーストラリア） 

平成 11年 4月（1999） ビジネス科（情報コース・ビジネスコース）、普通科に学科改変 

平成 13年 3月（2001） カナダ語学研修旅行実施（以降定期的に実施） 

平成 14年 4月（2002） 情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科（情報ｺｰｽ･ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ）、 普通科（総合ｺｰｽ・英会話ｺｰｽ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ美術ｺｰｽ）に学科改変 

平成 16年 4月（2004） 普通科に体育コース・保育コース設置 

平成 18年 4月（2006） 情報ビジネス科募集停止 

普通科に情報コミュニケーションコース設置 

平成 19年 4月（2007） 創立 70 周年 マンガ・アニメーションコース設置 

平成 20年 4月（2008） 好文学園女子高等学校に改称 

特進選抜コース、標準進学コース、総合選択コース、 IT ライセンスコース設置 

平成 20年 9月（2008） 

平成 21年 1月(2009) 

平成 21年 4月(2009) 

新校舎竣工  

耐震化工事実施 

校庭の芝生化を実施 



平成 21年 4月(2009) 

平成 22年 4月(2011) 

平成 24年 4月(2012) 

平成 26年 4月（2014） 

平成 28年 3月（2016） 

平成 29年 4月（2017） 

平成 30年 4月（2018） 

平成 30年 7月（2018） 

令和 元年 9月（2019） 

令和 2年 5月（2020） 

令和 3年 4月（2021） 

変形労働時間制の導入と 36協定一部締結、及び人事考課制度の実施 

36協定全面締結 

財政改革 5 ヵ年計画（好文リバイバルプラン）スタート 

看護医療系進学コース設置 

学校隣接土地取得 

創立 80 周年祝賀会を挙行 

体育館、美術棟着工（新校舎） 

学校隣接土地建物取得 

新校舎Ａ3（体育館・美術棟）竣工 

テニスコート改修、クラブハウス竣工 

コース再編、「3エリア 9 コース制」へ  

（総合進学エリア）   特別進学、進学アドバンス、進学フロンティア コース 

（キャリア進学エリア） 看護医療系進学、幼児教育、ＩＴライセンス コース 

（メディア芸術エリア） メディアクリエイター、デザイン美術、マンガ・アニメーション コース 
 

 

 

 

□設置学科と定員 （令和６年５月１日現在） 

   科・コース 入学定員 収容定員 現員 

全日制 普通科 

   ９コース(※) 
３００名 １,２００名 ７５９名 

※ 特別進学、進学アドバンス、進学フロンティア、看護医療系進学、幼児教育、IT ライセンス、 

メデアクリエイター、デザイン美術イラスト、マンガ・アニメーション 

       

 

 

□役員の概要 （令和６年４月１日現在） 

    役員の定数 理事：５人以上９人以内、監事：２人以上４人以内  現員は以下の通りである。 

理事長     延原 観司 

理事      花田  守 

理事      濱田  雄久（非常勤） 

理事      福井 要   (非常勤)   

理事      湯朝 哲朗 (非常勤)  

監事      一瀬 満子 (非常勤)  

監事      向  明美  (非常勤) 

 

 

 

 

 



□評議員の概要 （令和６年４月１日現在） 

    評議員の定数は、12名以上 23名であり、現員は 16名である。 

 

 

□教職員の概要 （令和６年４月１日現在）   

専任教員 専任職員 非常勤教員等 教職員合計 

２９名 ３名 ４９名 ７６名 

 

Ⅱ．事業の概要 

□法人運営 

① 収支均衡バランス 

令和２年度「新校舎棟整備事業」が完了し、当面大規模な施設設備の改修計画がないため、令和６年度に

ついて令和４、５年度に引続き収支均衡のバランスを考慮し支出を抑制した態勢がとれた。 

資金収支については、入学生が２３２名と前年比４４名と減少し、在籍者数は 822名と前年比６３名減でのス

タートとなったが、前年に引続き経費の圧縮に努め、物価高騰に対する対応として一時金を 0.5 か月アップ

したうえで、次年度繰越資金１，０２６百万円を確保した。 

生徒数の一定の確保により、必要なる施設設備を除き、収支均衡で支出を抑制したバランスの取れる態勢

を作っていく。 

 

②  施設・設備の充実等 

・AED２台の入替更新を行った。 

・別館 3号 5階（メディアラボ）PC43台の更新を行った。 

・レストラン発券機（新札対応）を 1台設置した。 

・A3サブアリーナの東、西面にカーテンを設置した。 

・ワイアレスロボット芝草刈機を購入した。 

・別館 3号 3階図書室をオープンラボに改修した（トイレ含む） 

 同時に机、椅子を購入 

・別館 3号 2階トイレ、倉庫を改修した。 

・別館 3号誘導灯に入替を行った。 

・A3棟 階段・踊り場タイルカーペットを張替た。 

・本館 1教室ホワイトボード入れ替えた。 

・別館 4号 2階 図書室の照明を LEDに更新した。 

・本館 2～4階 各教室の腰壁補修と壁コーナー材を取り付けた。 

・別館４号 ２，３，８階のトイレ改修を行った。（和式→洋式） 

 

 

 

 

       



③ 勤務体系 

・人事考課制度に基づく給与反映継続（15年目） 

・特別賞与制度導入 5年目。 

・1年単位の変形労働時間制継続実施（年間労働時間 1,968.5時間） 

・36協定締結継続 

等により、さらなる労働環境整備とやりがいある職場づくりを進化させた。 

 

 

 

 

□学校運営 

 

① 生徒募集 

令和７年度の入学生は２３５名（留年生３，留学生６含めず）。専願者は２０４名で、 

対目標△６６名。受験者数は４２０名で、対目標△１３０名という結果となった。 

 令和６年度の専願者の１９３名よりは少し増加したもの目標値には届かなかった。 

今年度の宣伝広告では、インターネット(SNS)での生徒募集活動を予算に組み運営しており、今後ますます、広

がっていくと期待している。 

また、インターネット(SNS)の普及により、電話・ミライコンパスでの問合せ者数は毎年減っており。現在、阪神電

車に掲示(２２駅８４面)している広告につきましても今年８月をもって終了する予定である。 

また、今年度は奨励金制度の見直しも行い受験者数の獲得に向けて広報活動を広げている。 

オープンスクールの参加者数は、１,４７２名で昨年比１２６名の増加となった。また、出前授業についても８１件

の依頼があり、昨年比１０件の増加となった。 

課題としては、専願率の低さが入学者数の減少の主要因となると考える。私学の授業料無償化(補助)が進む中、

ますます専願者の獲得が必要であると考える。 

  

  

  

② 生徒指導 

・諸規定について 

令和5年度に見直した諸規定を校内の規範として、身嗜みを含む学校生活の規準を定めた。年度途中ではあっ

たが生徒や保護者の要望等も考慮して、一部を変更するなどの対応をおこなった。今後も良識と常識に相応し

い諸規定になるよう検討していく。 

・マナー、学校生活面での指導 

学校生活を送るうえで、改善を求めた生徒（イエローカードによる指導）は 28 名となった。スマートフォン使用に

ついての失敗が大半を占めた。 

懲戒処分となった問題行動は 15 件発生した。例年は SNS による問題行動が中心であったが、本年度（令和 6

年度）は 0件となった。SNS教室の実施については今後も更新しながら継続していく。 

・いじめに関するアンケートについて 

6 月と 9 月に 2 回実施した。アンケート結果から、学年の教員が数名の生徒に事情を確認した。些細なことも聞



き取れるように丁寧な対応をおこない完結した。 

・感染症の予防 

  保健だよりの発行や保健委員会での手洗い・換気励行のﾎﾟｽﾀｰ作成・掲示を実施した。 

学級閉鎖がなく、感染症拡大防止の成果が見られた。 

・避難訓練の実施 ４月・９月実施 

 

 

③ 教務部 

昨年度は、授業評価や観点別学習状況の評価を活用した振り返り、ならびに公開授業の実施を通して、授業

方法の改善・工夫に継続的に取り組んだ。特に、iPad を活用した授業が定着し、生徒に思考を促し、発表やグ

ループ学習を取り入れるなど、観点別評価に資する授業展開を推進した。 

また、学力向上に向けて、生徒および教員を対象としたアンケート調査を実施し、その集計結果を分析。課題

を明確化したうえで「学力向上委員会」を立ち上げ、今後の具体的な取り組みについて協議を行った。 

教科ごとの専門的な研究としては、大阪府教育課程協議会に各教科の代表が参加し、観点別評価に対応し

た学習方法の研究を深める機会となった。 

昨年度より、3 学年の学年末考査を廃止し、各教科において高校生活の集大成となる取り組みを工夫して実

施した点も特徴的である。 

ICT 活用の面では、校内システム「BLEND」の活用が定着し、出欠状況や成績の管理がスムーズに行えるよ

うになり、生徒指導にも有効に機能している。 

キャリア教育においては、「キャリアパスポート」の取り組みを通じて、生徒が自己理解を深め、将来の目標を

具体的に描くことができるよう支援した。これにより、生徒の主体的な進路選択や学習意欲の向上にもつながっ

ている。 

 

 

 

□施設設備の状況 

所在地 施設等 面積 取得価格 帳簿価格 摘 要 

大阪市西淀川区千舟３-８-22 
校  地 13,955㎡ 193,836千円 193,836千円  

校舎 6棟等 14,611㎡ 4,052,677千円 2,310,958千円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．財務の概要 

□令和６年度決算の概要 

資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表、財産目録、監査報告書は別添参照 

 

□経年比較 

  ①貸借対照表 

      （単位 千円） 

項目 令和４年度末 令和５年度末 令和６年度末 

固定資産 3,181,528 3,069,822 2,983,136 

流動資産 886,369 1,041,632 1,090,666 

【資産合計】 4,067,896 4,111,454 4,073,803 

固定負債 53,974 47,325 42,610 

流動負債 171,999 149,042 138,206 

【負債合計】 225,972 196,368 180,816 

基本金 4,710,119 4,735,965 4,737,069 

繰越収支差額 △868,195 △820,879 △844,082 

 【負債・純資産 合計】 4,067,896 4,111,454 4,073,803 

 

②事業活動収支計算書 

      （単位 千円） 

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

教育活動収入計 821,258 832,005 778,287 

教育活動支出計 799,548 760,611 806,459 

（教育活動収支差額） 21,710 71,394 △28,172 

教育活動外収支差額 16 17 832 

（経常収支差額） 21,726 71,411 △27,340 

特別収支差額 3,742 761 5,241 

（基本金繰入前収支差額） 25,467 73,162 △22,099 

基本金組入額 0 △25,846 △1,104 

（当年度収支差額） 25,467 47,316 △23,203 

（翌年度繰越収支差額） △868,195 △820,879 △844,082 

      

 

 

 

 

 

 


